早稲田大学図書館新編 「露文図書所蔵目録」の完成 by 西村 庚
か
ね
て
か
ら
早
稲
田
大
学
の
図
書
館
に
は
、
創
立
以
来
八
0
余
年
の
あ
い
だ
に
購
入
、
寄
贈
あ
る
い
は
資
料
交
換
等
の
方
法
に
よ
り
収
集
し
た
謡
文
図
書
が
数
万
冊
に
達
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
故
片
上
伸
教
授
の
辿
蔵
書
の
如
き
は
圧
巻
中
の
圧
巻
で
あ
る
と
し
て
そ
の
評
価
は
高
く
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
同
館
の
涵
文
資
料
に
つ
い
て
は
集
大
成
さ
れ
た
蔵
書
目
録
を
欠
い
て
い
た
た
め
、
多
く
の
場
合
同
館
備
付
の
カ
ー
ド
目
録
を
利
用
す
る
以
外
に
方
法
が
な
く
、
従
っ
て
カ
ー
ド
目
録
の
利
用
を
閉
ざ
さ
れ
た
局
外
者
が
資
料
の
全
貌
を
つ
か
む
こ
と
は
容
易
な
業
で
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
幸
い
に
も
、
今
回
同
学
図
書
館
の
多
年
に
わ
た
る
努
力
が
よ
う
や
く
実
を
結
び
、
学
圏
創
立
(
-
八
八
二
）
よ
り
現
在
（
一
九
六
五
）
に
い
た
る
ま
で
の
あ
い
だ
に
収
集
整
備
さ
れ
た
臨
文
資
料
約
一
万
五
千
点
が
一
本
の
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
、「
早
稲
田
大
学
図
書
館
洋
書
目
録
函
文
図
書
篇
第
一
紺
、
明
治
一
五
年
し
昭
和
四
0
年
」
（
一
九
六
六
年
刊
）
と
し
て
上
梓
さ
れ
露
文
図
書
所
蔵
目
録
の
完
成
た
。
こ
れ
は
わ
が
国
に
お
け
る
明
治
・
大
正
•
昭
和
期
に
わ
た
り
苦
難
の
道
に
み
ち
た
ロ
ツ
ア
研
究
の
一
班
を
示
す
金
字
塔
と
し
て
も
後
世
に
永
く
記
念
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
淡
賀
の
至
り
に
堪
え
な
い
。
＊
 
由
来
わ
が
国
に
お
い
て
、
霧
文
資
料
の
所
蔵
目
録
は
使
用
文
字
や
利
用
頻
度
等
の
関
係
か
ら
印
刷
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
機
会
に
乏
し
く
、
刊
行
さ
れ
て
も
収
録
件
数
が
少
な
い
た
め
利
用
頻
度
が
低
く
、
排
架
さ
れ
た
ま
ま
書
庫
に
空
し
く
埋
も
れ
て
い
る
の
が
つ
ね
と
さ
れ
て
い
た
。
今
次
大
戦
の
最
終
期
ま
で
鋸
文
資
料
を
大
鼠
に
所
蔵
す
る
大
手
筋
と
し
て
自
他
共
に
許
し
て
い
た
満
鉄
の
力
を
も
っ
て
し
て
も
、
「
ア
ジ
ア
文
即
図
書
目
録
」
（
北
鉄
接
収
に
よ
り
収
蔵
し
た
癖
文
図
書
目
録
）
と
「満
鉄
図
書
館
所
蔵
涵
文
資
料
目
録
」
が
刊
行
さ
れ
て
脚
光
を
浴
び
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
°
そ
の
ほ
か
は
東
亜
研
究
所
、
外
務
省
、
軍
部
諸
機
関
と
い
え
ど
も
、
大
半
の
場
合
備
付
の
カ
ー
ド
目
録
が
資
料
検
索
上
唯
一
の
ツ
ー
ル
と
さ
れ
、
[
い
畔
麟
い
「
露
文
図
書
所
蔵
目
録
」
の
完
成
西
村
庚
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稀
に
蔵
書
の
一
部
を
関
係
機
関
誌
等
に
所
蔵
目
録
と
し
て
分
割
掲
載
し
た
も
の
や
洋
書
目
録
の
一
端
と
し
て
発
表
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
集
大
成
は
つ
い
に
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。
早
大
図
書
館
に
よ
る
最
初
の
涵
文
資
料
所
蔵
目
録
も
や
は
り
こ
の
範
疇
に
屈
す
る
も
の
で
、
今
を
去
る
半
世
紀
ほ
ど
以
前
に
簡
単
な
目
録
が
洋
書
目
録
の
孫
え
物
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
大
正
一
―
年
三
月
末
現
在
の
所
蔵
資
料
に
も
と
づ
き
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
洋
雷
目
録
第
一
編
付
録
涵
文
資
料
目
録
」
と
し
て
同
年
九
月
付
を
も
っ
て
刊
行
さ
れ
た
が
、
二
四
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
ら
れ
た
冊
子
目
録
は
所
収
件
数
に
も
限
度
が
あ
り
、
世
上
の
閾
心
を
つ
よ
く
惹
く
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
ロ
ジ
ア
関
係
の
こ
れ
ら
の
研
究
機
関
や
団
体
は
、
早
大
図
密
館
お
よ
び
外
務
省
等
の
若
干
機
関
を
除
い
た
過
半
数
が
終
戦
を
契
機
と
し
て
廃
絶
さ
れ
、
所
蔵
資
料
の
一
切
が
焼
失
ま
た
は
散
侠
の
製
目
に
造
い
、
苦
心
の
作
に
な
る
蔵
書
目
録
は
忽
ち
実
体
を
伴
わ
ぬ
有
名
無
実
の
書
名
目
録
と
化
し
、
風
袋
だ
け
の
参
考
文
献
目
録
に
転
落
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ニ
O
ペ
ー
ジ
余
の
付
録
目
録
で
こ
そ
あ
れ
、
実
体
の
亡
失
を
免
れ
た
早
大
図
書
館
の
面
文
資
料
目
録
は
そ
の
後
増
加
貰
料
が
逐
年
菩
粕
さ
れ
る
と
共
に
所
蔵
目
録
と
し
て
増
補
改
訂
版
の
刊
行
が
つ
よ
く
要
紐
さ
れ
て
い
た
。
戦
後
に
い
た
り
、
最
初
に
rp路
文
資
料
所
蔵
目
録
の
刊
行
に
至
IL
手
し
た
の
は
国
会
図
祖
館
で
あ
っ
た
。
ま
ず
昭
和
一
＿
一
四
年
四
月
に
「
国
立
国
会
図
書
館
洋
書
速
報
ロ
ツ
ア
語
図
書
特
集
第
一
号
」
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
支
部
図
書
館
東
洋
文
庫
の
所
蔵
資
料
を
含
め
た
平
路
文
資
料
目
録
が
不
定
期
に
速
報
さ
れ
、
現
在
に
つ
‘
、
つ
い
て
い
る
。
つ
い
で
翌
三
五
年
に
は
「
播
磨
文
即
目
録
」
（
一
、
二
O
O点
収
録
）
が
単
行
本
と
し
て
発
行
さ
れ
た
°
そ
の
他
に
は
北
大
ス
ラ
プ
研
究
室
、
東
大
社
会
科
学
研
究
所
に
お
け
る
図
忠
室
な
い
し
資
料
課
の
編
築
に
な
る
涵
文
蔵
書
目
録
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
も
ガ
リ
版
印
刷
の
応
急
措
爵
の
う
え
、
総
合
的
連
絡
も
と
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
記
載
事
項
や
排
列
に
も
統
一
性
を
欠
き
、
利
用
上
の
不
便
は
利
用
頻
度
に
も
影
響
が
現
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
妓
近
に
い
た
る
や
、
世
界
各
地
の
日
本
研
究
プ
ー
ム
や
ソ
連
邦
に
お
け
る
名
ヘ
リ
ア
・
プ
ー
ム
を
反
映
し
て
、
E
路
文
資
料
を
抱
合
せ
に
し
た
洋
四
目
録
が
刊
行
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
国
会
図
忠
館
の
「
日
本
関
係
欧
文
図
書
目
録
」
(
l
九
六
―
―
-
）
に
つ
い
で
北
大
図
書
館
の
「
北
方
関
係
洋
書
目
録
」
(
-
九
六
六
）
等
若
干
の
蔵
害
目
録
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
ど
の
目
録
を
見
て
も
主
題
別
目
録
と
し
て
何
等
か
の
特
定
条
件
に
制
約
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
目
録
当
り
一
0
o
-二
0
0点
程
度
の
露
文
資
料
を
発
見
で
き
れ
ば
上
乗
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
反
し
、
今
回
の
早
大
図
書
館
に
よ
る
新
版
涵
文
図
書
所
蔵
目
録
、
、
、
、
の
刊
行
は
巻
頭
の
は
し
が
き
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
木
目
録
は
大
正
一
―
年
三
月
末
現
在
の
所
蔵
面
文
資
料
を
本
館
洋
書
目
録
第
一
編
巻
末
付
録
と
し
て
発
行
し
た
も
の
に
、
そ
の
後
逐
年
増
加
し
た
収
蔵
資
料
を
加
え
、
昭
和
三
四
年
に
い
た
り
本
館
所
蔵
の
露
文
図
書
全
般
に
対
し
再
整
理
と
再
網
成
を
企
て
、
初
め
て
一
冊
に
ま
と
め
て
涵
文
資
料
目
録
と
し
て
新
た
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
、
装
い
を
改
め
、
再
発
足
に
踏
み
切
っ
た
意
図
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
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o
露
文
図
書
所
蔵
目
録
の
完
成
目
録
の
所
収
資
料
約
一
万
五
千
点
、
B
5
判
、
四
三
一
ペ
ー
ジ
と
い
う
池
大
な
露
文
資
料
目
録
は
、
従
来
そ
の
比
を
見
な
い
ほ
ど
充
実
し
た
も
の
で
あ
る
°
従
っ
て
こ
れ
を
大
正
一
―
年
に
刊
行
さ
れ
た
洋
固
目
録
の
付
録
篇
に
比
較
す
る
と
、
多
少
の
重
複
分
を
含
む
に
せ
よ
、
収
録
件
数
に
お
い
て
十
数
倍
の
内
容
を
も
ち
、
ま
こ
と
に
隔
世
の
惑
が
深
い
°
資
料
の
排
列
は
著
者
名
順
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
点
数
が
多
い
だ
け
に
索
引
が
あ
れ
ば
と
い
い
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
°
所
載
事
項
は
概
し
て
著
者
名
、
害
名
、
巻
数
、
ペ
ー
ジ
数
、
サ
イ
ズ
、
発
行
地
、
出
版
者
名
、
刊
年
の
順
に
統
一
さ
れ
、
略
記
号
は
一
括
し
て
巻
頭
に
表
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
稀
散
本
、
榮
華
本
と
思
わ
れ
る
九
二
点
に
対
し
て
こ
れ
を
特
別
図
書
扱
い
と
し
、
諮
求
番
号
の
下
に
「
特
」
印
を
添
え
て
そ
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
理
工
学
部
所
管
の
か
路
文
資
料
に
対
し
て
は
、
「
理
工
」
の
文
字
を
諮
求
番
号
に
添
え
て
い
る
が
、
そ
の
合
計
は
二
六
六
点
に
達
し
て
い
る
°
理
工
閲
係
の
図
書
は
概
ね
一
九
五
0
年
代
以
降
の
も
の
が
多
く
、
現
在
の
ソ
辿
邦
に
お
け
る
刊
行
状
態
か
ら
い
え
ば
数
倍
に
上
る
資
料
の
収
集
が
予
想
さ
れ
る
。
従
っ
て
今
回
の
新
舶
目
録
を
第
一
編
と
し
た
意
図
も
今
後
に
お
け
る
急
激
な
資
料
増
加
の
必
然
性
に
第
二
紺
以
降
に
お
い
て
対
処
せ
ん
と
し
た
措
許
だ
と
も
い
え
よ
う
o
し
か
し
E
路
文
資
料
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
ロ
ツ
ア
版
や
ソ
ビ
ニ
ト
版
だ
け
に
限
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ベ
ル
リ
ソ
も
あ
れ
ば
。
ハ
リ
や
ソ
フ
ィ
ヤ
版
も
あ
る
°
稀
に
上
海
版
や
横
浜
版
、
ハ
ル
ビ
ソ
版
を
発
見
す
る
こ
と
が
あ
り
、
入
手
ル
ー
ト
の
煩
雑
さ
が
し
の
ば
れ
る
°
ソ
辿
邦
内
に
お
け
＊
 
る
発
行
地
は
モ
ス
ク
ワ
、
レ
ニ
ソ
グ
ラ
ー
ト
（
ペ
テ
ル
プ
ル
グ
ま
た
は
ペ
テ
ロ
グ
ラ
ー
ド
）
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
地
方
都
市
で
は
キ
ー
エ
フ、
ハ
リ
コ
フ
、
カ
ザ
ソ、
タ
ッ
ケ
ソ
ト、
タ
ー
リ
ソ
、
ワ
ル
ジ
ャ
ワ
、
ノ
ボ
ツ
ビ
ル
ス
ク
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、
ウ
ラ
ジ
ボ
ス
ト
ッ
ク
等
ツ
ベ
リ
ア
な
い
し
極
東
僻
地
に
ま
で
及
ん
で
い
る
が
、
そ
の
数
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
ま
た
著
者
が
明
ら
か
で
な
か
っ
た
り
、
不
確
実
な
図
書
お
よ
び
論
文
集
、
年
鑑
類
、
叢
書
物
、
雑
誌
類
は
書
名
を
も
っ
て
著
者
名
に
代
え
、
書
名
か
ら
で
も
検
索
で
き
る
よ
う
に
編
品
さ
れ
て
い
る
o
本
目
録
を
一
買
し
て
最
も
目
に
つ
く
の
は
、
文
学
系
統
の
資
料
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ロ
ジ
ア
文
学
の
研
究
を
建
学
の
精
神
と
し
た
早
大
函
文
科
の
伝
統
に
も
と
づ
く
も
の
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
故
片
上
教
授
の
追
蔵
書
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
を
間
々
散
見
す
る
た
び
に
、
栂
士
の
影
懇
力
の
偉
大
さ
に
心
打
た
れ
る
も
の
が
あ
る
。
姑
的
に
多
い
の
は
な
ん
と
い
っ
て
も
新
旧
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
版
の
学
術
資
料
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
中
に
は
他
か
な
が
ら
も
旧
ロ
シ
ア
帝
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
版
の
費
誼
な
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
現
代
ソ
ビ
エ
ト
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
版
に
な
る
と
、
終
戦
直
後
の
も
の
は
極
め
て
稀
で
ほ
と
ん
ど
一
九
五
六
i
七
年
以
降
の
出
版
に
か
か
る
も
の
が
多
い
。
つ
い
で
最
近
版
に
な
る
と
、
加
盟
共
和
国
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ア
ル
メ
ニ
ャ
、
グ
ル
ジ
ャ
、
キ
ル
ギ
ス
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
リ
ト
ア
ニ
ヤ
各
共
和
国
等
）
の
刊
行
物
が
交
錯
し
は
じ
め
、
資
料
源
の
幅
が
一
段
と
広
く
且
つ
屏
味
の
加
わ
っ
て
く
る
こ
と
が
惑
じ
ら
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れ
る
。
な
お
カ
ザ
フ
共
和
国
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
版
の
も
の
が
目
立
っ
て
多
い
の
は
、
交
換
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
妓
近
数
年
間
に
わ
た
り
資
料
収
集
の
範
囲
や
対
象
が
急
速
に
拡
充
さ
れ
、
収
集
成
果
向
上
の
た
め
あ
ら
ゆ
る
努
力
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
如
実
に
看
取
さ
れ
る
o
紐
的
に
も
質
的
に
も
最
も
信
頼
の
お
け
る
ソ
連
邦
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
版
の
出
版
物
と
し
て
は
、
モ
ス
ク
ワ
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
各
中
央
図
書
館
紺
蕊
の
も
の
を
は
じ
め
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
系
列
下
に
あ
る
植
物
学
、
動
物
学
、
鉱
山
学
、
史
学
、
文
学
、
唯
物
文
化
史
、
自
然
科
学
史
、
芸
術
史
、
東
洋
学
（
ア
ジ
ア
諸
民
族
研
究
）
、
ス
ラ
プ
学
、
古
文
献
学
、
ロ
ツ
ア
語
学
、
ジ
ベ
リ
ア
及
び
極
東
地
理
学
等
の
各
研
究
所
や
実
験
所
、
付
屈
博
物
館
以
下
、
植
物
園
、
動
物
園
等
の
網
鉦
に
な
る
「
紀
要
」
「
報
告
」
「
年
報」
、
単
行
本
等
四
0
0点
に
近
い
資
料
が
網
羅
的
に
収
集
さ
れ
て
い
る
。
年
代
的
に
い
え
ば
、
入
手
ル
ー
ト
の
関
係
に
よ
る
も
の
か
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
終
戦
後
に
お
け
る
日
ソ
間
の
冷
戦
時
代
か
ら
親
善
関
係
へ
の
移
行
期
以
後
の
も
の
が
歴
然
と
し
て
目
に
つ
く
の
は
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。
一
点
当
り
の
大
批
の
資
料
と
し
て
は
ロ
ツ
ァ
作
家
の
全
集
な
い
し
選
集
、
著
作
集
の
ほ
か
に
「
レ
ー
ニ
ン
全
集
」
（
三
八
巻
も
の
と
四
九
巻
も
の
）
、
「
古
文
献
学
集
」
(
―
二
三
巻
）
、
「
ア
ジ
ア
諸
民
族
研
究
所
小
報
」
（
八
一
巻
）
、
「
人
稲
学
研
究
所
小
報
」
（
八
七
巻
）
等
が
注
目
さ
れ
る
°
少
し
古
い
も
の
で
は
セ
ミ
ョ
ノ
フ
・
チ
ャ
ソ
ジ
ャ
ソ
ス
キ
ー
の
監
修
に
な
る
「
E
京
観
ロ
シ
ア
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
国
会
図
書
館
の
所
蔵
資
料
と
コ
ピ
ー
の
交
換
も
今
後
に
の
こ
さ
れ
た
有
意
義
な
課
題
だ
と
思
っ
た
。
数
多
い
文
学
作
品
の
中
で
も
旧
ロ
ツ
ァ
作
家
の
作
品
と
し
て
端
富
に
と
り
揃
え
て
あ
る
の
は
、
L
•
ト
ル
ス
ト
イ
翁
の
も
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
で
は
プ
ー
ツ
キ
ン
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー、
ア
ソ
ド
レ
ー
エ
フ
た
ち
の
全
集
や
著
作
集
が
あ
り
、
旧
ロ
ジ
ア
版
は
も
ち
ろ
ん
ソ
ビ
エ
ト
版
も
一
応
揃
っ
て
い
て
壮
観
の
一
語
に
つ
き
る
。
墓
的
に
少
し
劣
る
が
、
ゴ
リ
キ
ー
、
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
、
ゴ
ー
ゴ
リ
、
ク
ー
。
フ
リ
ン
、
ダ
ニ
レ
フ
ス
キ
ー
、
ア
ル
ツ
ィ
バ
ー
ツ
ェ
フ
、
ガ
ル
ツ
ソ
、
ゴ
ル
プ
ー
ノ
フ
等
の
作
品
も
各
種
の
版
が
蒐
め
ら
れ
て
い
る
°
ソ
ビ
エ
ト
作
家
と
し
て
は
ジ
ョ
ロ
ホ
フ
の
「
静
か
な
ド
ン
」
や
「
開
か
れ
た
処
女
地
」
の
ほ
か
二
i
-
―
一
の
作
家
の
も
の
が
あ
る
く
ら
い
で
、
収
録
点
数
は
意
外
に
少
な
い
。
こ
れ
は
、
文
学
部
の
露
文
科
で
、
別
個
に
ソ
ビ
エ
ト
作
家
の
著
作
を
蒐
集
し
て
い
る
の
で
、
本
館
で
は
、
重
複
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
0
極
東
地
誌
関
係
と
し
て
は
プ
ル
ジ
ェ
ワ
リ
ス
キ
ー
の
「
ウ
ス
リ
ー
地
方
旅
行
記
」
(
-
八
七
O
)
や
「
ザ
イ
サ
ソ
湖
か
ら
黄
河
源
流
へ
」
(
-
八
七
―
―
-
）
の
原
本
に
つ
づ
き
オ
プ
ル
ー
チ
ェ
フ
の
「
ッ
ベ
リ
ア
旅
行
記
」
（
一
九
六
―-）
、
「
キ
ャ
フ
タ
か
ら
ク
リ
ジ
ャ
ヘ
」
(
-
九
五
0
)
の
ソ
ビ
ニ
ト
版
が
特
に
目
に
つ
い
た
。
図
書
館
関
係
で
は
レ
ー
ニ
ソ
図
害
館
関
係
の
も
の
が
一
番
多
く
、
年
報
あ
り
、
単
行
本
あ
り
、
単
行
本
に
は
同
館
の
各
種
カ
ク
ロ
グ
や
図
書
館
学
関
係
の
資
料
が
豊
富
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
入
手
ル
ー
ト
と
し
て
資
料
の
国
際
交
換
制
度
が
比
較
的
早
く
か
ら
開
け
た
関
係
も
寄
与
し
て
い
る
ら
し
い
。
こ
れ
に
つ
い
で
は
ソ
連
邦
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
図
書
館
関
係
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函
文
図
芯
所
蔵
目
録
の
完
成
の
も
の
が
目
立
つ
。
書
誌
関
係
で
は
ソ
連
邦
書
籍
院
の
刊
行
物
も
一
応
揃
っ
て
い
る
の
で
看
過
で
き
な
い
。
特
に
発
行
紀
の
古
い
も
の
と
し
て
は
、
ラ
イ
ヘ
リ
の
「
日
本
国
家
小
史
」
(
-
七
七
一―-）
、
仏
人
ボ
ー
マ
ル
シ
ェ
の
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
の
露
訳
本
(
-
七
八
九
）
「
中
等
学
校
用
新
編
ロ
ツ
ア
帝
国
州
県
別
ア
ト
ラ
ス
」
（
一
八
0
七）
、
デ
ル
ジ
ャ
ー
ビ
ン
の
「
ヘ
ロ
デ
ス
と
マ
リ
ア
ソ
ナ
」
（
戯
曲
五
邸
、
一
八
0
九
）
等
が
そ
れ
ぞ
れ
特
別
本
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
た
。
そ
の
他
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
中
佐
の
「
日
本
幽
因
記
」
(
-
八
一
六
）
の
原
本
が
特
別
扱
い
を
う
け
て
い
る
。
ジ
ー
ボ
ル
ト
の
「
日
本
旅
行
記
」
（
叩
恥
訳
本
）
と
ゴ
ッ
ケ
ビ
ッ
チ
・
橘
耕
斎
共
編
の
「
和
魯
通
言
比
考
」
（
一
八
五
七
）
は
定
評
の
あ
る
日
本
閲
係
の
資
料
だ
け
に
す
ぐ
目
に
つ
い
た
。
ま
た
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ソ
が
函
館
幽
囚
時
代
、
都
府
の
通
詞
村
上
貞
助
が
、
ロ
ツ
ア
語
修
得
の
た
め
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ソ
の
補
習
を
う
け
た
と
い
わ
れ
る
「
小
学
算
術
入
門
書
」
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
「
大
黒
屋
光
太
夫
将
来
書
」
と
い
う
注
記
が
あ
り
、
「
特
」
印
扱
い
に
さ
れ
て
い
る
。
な
お
前
記
「
和
魯
通
言
比
考
」
に
つ
ぎ
、
〔
陥
都
に
お
け
る
日
本
人
の
緬
著
と
し
て
焦
野
義
文
（
一
九
世
紀
末
葉
よ
り
革
命
直
前
ま
で
ペ
デ
ル
プ
ル
グ
大
学
の
日
本
語
講
師
）
の
「
E
踏
和
通
俗
会
話
」
(
-
八
九
四
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
日
本
に
も
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
稿
を
借
り
て
紹
介
し
て
お
く
。
軍
部
関
係
の
汽
料
で
目
に
つ
い
た
の
は
、
「
モ
ー
ル
ス
コ
イ
ズ
ボ
ー
ル
ニ
ク
」
誌
と
「
海
軍
法
規
集
」
で
あ
る
o
「モ
ー
ル
ス
コ
イ
ズ
ポ
ー
ル
ニ
ク
」
誌
は
一
八
四
八
年
ロ
ジ
ア
海
軍
省
の
月
刊
誌
と
し
て
厖
都
に
創
刊
、
十
月
革
命
前
ま
で
続
刊
さ
れ
、
そ
の
後
は
赤
色
海
軍
の
機
関
誌
に
改
組
改
題
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
わ
が
国
で
は
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
の
「
日
本
渡
航
記
」
を
含
む
「
世
界
周
航
記
」
が
最
初
に
掲
載
さ
れ
た
海
軍
雑
誌
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
°
極
東
ロ
ツ
ア
の
海
軍
事
情
に
も
触
れ
た
記
事
が
多
い
と
い
う
だ
け
に
是
非
一
覧
し
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。
な
お
国
会
図
書
館
の
播
磨
文
即
に
は
一
八
五
O
i
六
0
年
代
の
も
の
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
両
者
を
併
読
す
れ
ば
、
日
か
蹄
交
渉
史
に
関
係
あ
る
興
味
深
い
資
料
が
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
°
海
軍
法
規
集
は
二
四
巻
も
の
で
、
ロ
ジ
ア
海
軍
の
教
育
関
係
や
組
織
内
容
に
触
れ
た
も
の
ら
し
い
。
百
科
事
典
類
に
は
旧
ロ
ジ
ア
版
の
「
プ
ロ
ク
ハ
ウ
ス
百
科
事
典
」
（
七
四
巻
、
一
八
九
O
l
一
九
0
-
＝
）
と
「
グ
ラ
ナ
ー
ト
百
科
全
害
」
（
第
七
版
四
一
巻
）
を
は
じ
め
ソ
ピ
エ
ト
版
の
「
大
百
科
」
の
第
二
版
（
五
二
巻
、
一
九
四
五
ー
六
0
)
、
と
「
小
百
科
」
の
初
版
(
-
O巻
、
一
九
二
八
l
-
――
-）
、
同
三
版
（
一
―
巻
、
一
九
五
八
ー
六
一
）
が
あ
る
。
小
百
科
の
第
二
版
は
発
行
が
第
二
次
大
戦
の
直
前
よ
り
戦
中
に
跨
っ
て
い
た
の
で
入
手
が
不
可
能
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
°
大
百
科
の
初
版
を
欠
い
て
い
る
の
も
こ
れ
と
ほ
ぽ
同
様
の
理
由
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
辞
典
類
も
帝
政
時
代
の
も
の
は
「
教
会
ス
ラ
プ
語
辞
典
」
（
四
巻
）
、
ダ
ー
リ
函
語
辞
典
（
四
巻
、
原
本
、
一
九
―
二
）
、
同
ソ
ビ
エ
ト
版
(
-
九
五
五
）
を
揃
え
て
い
る
ほ
か
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
版
の
定
評
あ
る
各
種
部
門
別
辞
典
、
民
族
語
辞
典
が
盟
富
に
揃
え
て
あ
り
、
根
強
い
収
集
意
欲
は
称
究
さ
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
ソ
ビ
ニ
ト
版
で
も
戦
前
版
に
な
る
と
、
土
露
辞
典
等
隣
接
諸
国
の
異
民
族
語
辞
典
が
意
外
に
少
な
い
の
は
当
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時
の
入
手
ル
ー
ト
の
狭
陰
性
と
脆
弱
性
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
0
豪
華
本
と
し
て
は
ニ
ル
ミ
タ
ー
ジ
の
図
版
入
り
解
題
書
が
新
旧
両
版
を
と
り
ま
ぜ
一
〇
点
近
く
「
特
」
扱
い
に
さ
れ
て
い
る
の
が
目
立
つ
。
日
本
関
係
資
料
と
し
て
は
や
は
り
文
学
作
品
の
多
い
の
が
注
目
さ
れ
る
°
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
コ
ー
ソ
ラ
ッ
ド
教
授
を
は
じ
め
、
フ
ェ
リ
ド
マ
ソ、
。ヒ
ヌ
ウ
ス
、
リ
ー
ボ
ヮ
、
マ
ル
コ
ヮ
等
の
女
流
翻
訳
陣
の
名
前
が
再
三
、
本
目
録
上
に
現
わ
れ
て
く
る
。
主
な
る
も
の
に
、
巌
谷
小
波
の
「
日
本
昔
噺
」
（
ベ
ル
リ
ン
版
）
、
夏
目
漱
石
の
「
心
」
(
-
九
四
三
）
、
「
坊
ち
ゃ
ん
」
（
同
）
「
吾
戟
は
猫
で
あ
る
」
(
-
九
六
0
)
、
菊
地
窃
の
「
恩
野
の
彼
方
へ
」
(
-
九
四
一
）
、
有
島
武
郎
の
「
或
る
女
」
(
-
九
二
七
）
、
石
川
啄
木
の
「
短
歌
集
」
(
-
九
五
七
）
、
コ
ー
ン
ラ
ッ
ド
訳
の
「
伊
勢
物
語
」
（
一
九
二
五
）
、
「
小
林
多
喜
二
選
集
」
(
-
九
五
七
）
、
木
下
順
二
の
「
蛙
の
外
天
」
(
-
九
五
九
）
、
芥
川
竜
之
介
（
同
）
等
が
あ
り
、
戦
前
の
プ
ロ
作
家
へ
の
一
辺
到
を
見
事
に
脱
皮
し
た
最
近
の
傾
向
は
注
目
さ
れ
る
。
歴
史
も
の
や
経
済
も
の
も
、
最
近
の
日
本
研
究
プ
ー
ム
を
反
映
し
て
質
批
共
に
俊
れ
た
も
の
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
D
.
M
・
ポ
ズ
ド
ネ
ー
エ
フ
の
「
小
学
日
本
歴
史
」
(
-
九
0
六
）
と
「
日
rp蹄
交
渉
北
日
本
史
料
第
-
」
は
や
は
り
関
心
を
誼
く
資
料
の
―
つ
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
新
し
い
も
の
と
し
て
は
、
大
河
内
一
男
等
編
の
「
日
本
労
働
階
級
」
(
-
九
五
九
）
、
コ
ソ
ス
ク
ン
チ
ノ
フ
に
よ
る
「
魯
斉
亜
国
睡
夢
談
」
(
-
九
六
一
）
の
翻
訳
と
解
説
、
服
部
之
総
の
「
物
語
ー
日
本
の
労
働
迎
動
」
(
-
九
五
九
）
が
注
目
さ
れ
る
o
支
那
、
朝
鮮
、
東
南
ア
ジ
ア
関
係
の
資
料
も
最
近
版
の
も
の
が
多
少
収
露
文
図
本
目
録
に
対
す
る
あ
ら
ま
し
の
雑
惑
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
最
後
に
―
つ
節
者
の
希
望
を
孫
え
て
澗
箪
し
た
い
。
そ
れ
は
本
目
録
の
刊
行
を
契
機
と
し
、
ま
ず
各
地
に
お
け
る
涵
文
資
料
所
蔵
機
関
の
目
録
作
成
へ
の
旅
3
起
を
促
す
と
共
に
、
さ
ら
に
進
ん
で
全
国
的
総
合
目
録
の
集
大
成
の
一
日
も
速
や
か
な
ら
ん
こ
と
を
念
願
し
て
止
ま
な
い
点
に
あ
る
。
こ
と
に
ソ
連
邦
に
お
い
て
も
、
帝
政
時
代
の
古
文
献
は
年
と
共
に
散
侠
亡
失
の
懸
念
が
あ
る
の
で
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
早
く
か
ら
資
料
の
所
在
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
は
最
も
意
義
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。（元
国
立
国
会
図
lIt館
nj内
）
早
稲
田
大
学
図
書
館
洋
書
目
録
＊ 
B
5
判
並
製
本
文
四
三
一
頁
実
毀
頒
価
五
0
0円
〒
九
0
円
書
篇
第
I
編
録
さ
れ
、
「
柳
斎
志
異
」
（
一
九
二
三
）
の
ほ
か
、
茅
盾
の
「
文
集
」
(
-
―
―
巻
、
一
九
五
六
）
、
「
東
省
雑
誌
」
(
-
九
二
六
ー
七
）
を
見
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
今
後
の
第
二
緬
以
降
に
お
い
て
収
録
が
期
待
さ
る
べ
き
分
野
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
0
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